
１．調査目的

○『「美容師養成の改善に関する当面の方針」に係る令和５年度以降の対応』（令和５年７月４日厚生労働省医薬・

 生活衛生局生活衛生課）に基づき、美容師養成施設におけるまつ毛エクステンションやオールウェーブセッティン

 グの教育状況や、美容師養成施設における美容実習（美容所における実務実習を含む。）の実施状況、美容師養成

 施設と美容所の養成段階から就業後の人材育成の連携状況等の好事例等を調査することを目的として実施。

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

２．調査概要

○調査期間：令和６年12月２日（月）～ 12月20日（金）

○調査方法：厚生労働省から46都道府県（※養成施設がない滋賀県を除く）に調査票を送付

46都道府県から管内美容師養成施設に回答を依頼し、厚生労働省受託事業者（株式会社プログレス）が集計

○調査対象：美容師養成施設 263施設（※）

（※）令和６年12月以前に廃校となった１施設は調査対象から除く。

（※）令和６年12月時点で存続しているが、近く廃校予定の５施設、現時点で生徒が在籍していない１施設は調査対象に含めている。

○回 答 数 ：241施設（昼間課程：241施設、夜間課程：13施設、通信課程：204施設）

○回答方法：WEBアンケートへの回答216件、メールによる回答25件

＜調査１＞美容師養成施設における「まつ毛エクステンション」の教育状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２

＜調査２＞美容師養成施設における「オールウェーブセッティング」の教育状況・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４

＜調査３＞美容師養成施設における「美容実習」の実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ５

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ８

＜調査５＞美容師養成施設と美容所の養成段階から就業後の人材育成の連携・接続状況・・・・・・・・・・・・Ｐ18

３．調査内容

1
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美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

問１ 貴施設において、まつ毛エクステンションの教育をしていますか。 問２ まつ毛エクステンションを教育している課目について教えてく
ださい。【複数回答可】
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問３ 問１で、「教育していない」を回答いただいた場合、その理由について教えてください。【複数回答可】

＜調査１＞美容師養成施設における「まつ毛エクステンション」の教育状況
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美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

3

問４ 問１で、「教育していない」を回答いただいた場合、今後、貴施設において、必修課目の美容実習において「まつ毛エクステンション」を教
育する予定はありますか。
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【通信課程】
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＜問４で「予定なし」と回答した養成施設において、教育の予定がない理由は以下のとおり。【複数回答可】＞

【昼間課程】 【夜間課程】

＜問４で「予定あり」と回答した養成施設において、具体的な実施予定時期は以下のとおり。＞
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＜調査１＞美容師養成施設における「まつ毛エクステンション」の教育状況
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美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

4

問５ 問２で「必修課目（美容実習）」にチェックがない場合、今後、貴施設において、必修課目の美容実習において「まつ毛エクステンション」
を教育する予定はありますか。

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】

上段：施設数

下段：割合

＜「予定なし」と回答した養成施設において、教育の予定がない理由は以下のとおり。【複数回答可】＞

【昼間課程】 【夜間課程】

＜問５で「予定あり」と回答した養成施設において、具体的な実施予定時期は以下のとおり。＞
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下段：割合
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【通信課程】
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＜調査１＞美容師養成施設における「まつ毛エクステンション」の教育状況
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美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

問１ 貴施設ではオールウェーブセッティングの教育について、どの
ような観点から教育を行っていますか。

問２ 今後、貴施設におけるオールウェーブセッティングの教育におい
て、その意義や将来の活用場面なども含めた教育が行われる予定はありま
すか。

問３ オールウェーブセッティングの教育において、その意義や将来の活用場面なども含めた教育を行う予定がないとする理由について教えてください。
【複数回答可】

＜問３で「その他」と回答のあった11施設の具体的な理由（自由記載）
について、厚生労働省において類型化して整理した主な内容は以下のと
おり。＞

・現場での実用性がないため(6施設)

・国家試験課題としての授業で十分と考えている(2施設)

・お客様からオールウエーブの要望が全く無いため(1施設)

・知識の習得で十分と考えているいるため(1施設)

202

39

0 100 200 300

意義や将来の活用場面なども含めて

教育している

単に知識・技術の習得や実技試験に

向けた対応のみ教育している

(施設)

回答数

予定がある。 9

令和7年度から 2

令和8年度以降 7

予定はない。 30N=241 N=39

N=30

調査２＞美容師養成施設における「オールウェーブセッティング」の教育状況



6

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

問１ 貴施設において実施されている美容実習の項目について教えてください。【複数回答可】

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】

N=241 N=204N=13

＜調査３＞美容師養成施設における「美容実習」の実施状況
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美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】

問２ 問１でチェックを入れていない項目について、今後実施する予定はありますか。【複数回答可】

N=198 N=11
N=201

＜調査３＞美容師養成施設における「美容実習」の実施状況

※本問は、問１でいずれかの項目にチェックを入れていない施設を対象としたものであるが、対象施設のうち、「今後実施する予定の項目」を回答していない施設がある。
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サロン等の業界と連携したカリキュラム編成

選択課目の活用

その他

昼
間
課
程

夜
間
課
程

通
信
課
程

(施設)

8

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

問３ 近年の多様化するニーズに応えられるよう、貴施設における美容実習について工夫や特色のある取り組みをしている場合、その内容について教
えてください。【複数回答可】

N=241

N=13

N=204

＜調査３＞美容師養成施設における「美容実習」の実施状況



27

177

行っている 行っていない

3

10

行っている 行っていない

168

73

行っている 行っていない

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

問１ 貴施設において、美容所における実務実習は行われていますか。

上段：施設数

下段：割合

70％

30％

【昼間課程】 【通信課程】
上段：施設数

下段：割合

77％

23％

上段：施設数

下段：割合

87％

13％

【夜間課程】

N=241 N=13 N=204

9

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況



136

129

131

99

78

0

0 70 140

現場を体験できる貴重な機会であるため

就職意識の向上に繋がるため

接客やコミュニケーション能力の必要性を確認できるため

養成施設で学んだ内容の重要性を確認できるため

就職後の離職防止に繋がるため

その他

（施設）

3

3

3

3

3

0

0 1 2 3

現場を体験できる貴重な機会であるため

就職意識の向上に繋がるため

接客やコミュニケーション能力の必要性を確認できるため

養成施設で学んだ内容の重要性を確認できるため

就職後の離職防止に繋がるため

その他

（施設）

3

有効と感じる

10

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

＜問２で、「有効と感じる」と回答した具体的な理由については以下のとおり。【複数回答可】＞

【昼間課程】 【通信課程】【夜間課程】

17
5

4
1

有効と感じる やや有効と感じる

特に感じない 分からない

137

29
2

有効と感じる やや有効と感じる

特に感じない

問２ 問１で、「行っている」に回答いただいた養成施設にお伺いします。現行の美容所における実務実習は有効だと感じていますか。

上段：施設数

下段：割合

上段：施設数

下段：割合

82％

17％

上段：施設数

下段：割合

100％
18％

15％
1％

63％

【昼間課程】 【通信課程】【夜間課程】

N=168
N=3 N=27

4％

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況

N=137 N=3

15

14

16

13

10

0

0 9 18

現場を体験できる貴重な機会であるため

就職意識の向上に繋がるため

接客やコミュニケーション能力の必要性を確認できるため

養成施設で学んだ内容の重要性を確認できるため

就職後の離職防止に繋がるため

その他

（施設）

N=17



28

20

23

10

7

0

16

14

11

2

0 15 30

現場を体験できる貴重な機会であるため

就職意識の向上に繋がるため

接客やコミュニケーション能力の必要性を確認できるため

養成施設で学んだ内容の重要性を確認できるため

就職後の離職防止に繋がるため

その他

受入サロンにより実習内容や繁閑に格差が生じるため

現場を知ることでマイナスイメージを持ってしまうため

受入先の選定や受入手続きなどの業務負担が大きいため

その他

や
や
有
効
と
感
じ
る
点

特
に
感
じ
な
い
点

(施設)

5

2

5

2

0

0

5

2

0

1

0 5

現場を体験できる貴重な機会であるため

就職意識の向上に繋がるため

接客やコミュニケーション能力の必要性を確認できるため

養成施設で学んだ内容の重要性を確認できるため

就職後の離職防止に繋がるため

その他

受入サロンにより実習内容や繁閑に格差が生じるため

現場を知ることでマイナスイメージを持ってしまうため

受入先の選定や受入手続きなどの業務負担が大きいため

その他

や
や
有
効
と
感
じ
る
点

特
に
感
じ
な
い
点

(施設)

1

1

0

2

0 1 2

受入サロンにより実習内容や繁閑に格差が生じるため

現場を知ることでマイナスイメージを持ってしまうため

受入先の選定や受入手続きなどの業務負担が大きいため

その他

(施設)

2

2

1

0

0 1 2

受入サロンにより実習内容や繁閑に格差が生じるため

現場を知ることでマイナスイメージを持ってしまうため

受入先の選定や受入手続きなどの業務負担が大きいため

その他

(施設)

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況

11

＜問２で、「やや有効と感じる」と回答した具体的な理由については以下のとおり。【複数回答可】＞

【昼間課程】 【通信課程】

N=2 N=4

※夜間課程は該当なしのためグラフなし。

※夜間課程は該当なしのためグラフなし。

N=29

N=29 N=5

N=5

＜問２で、「特に感じない」と回答した具体的な理由については以下のとおり。【複数回答可】＞

【昼間課程】 【通信課程】



2

7

0

0

1

0

17

0 9 18

10時間以内

10時間超20時間以内

20時間超30時間以内

30時間超40時間以内

40時間超50時間以内

50時間超60時間以内

常勤従事者以外の生徒向けには行っていない

(施設)

3

23

1

0 15 30

10時間以内

10時間超20時間以内

常勤従事者向けには行っていない

(施設)

3

3

3

2

1

1

3

1

0

0

0 1 2 3 4

受付業務

店内掃除

美容行為/シャンプー

美容行為/カラー塗布

美容行為/ワインディング

美容行為/カット

美容行為/ヘアドライ

美容行為/ヘアセット

美容行為/その他

その他

(施設)

0

0

0

2

0

1

0 1 2

10時間以内

10時間超20時間以内

20時間超30時間以内

30時間超40時間以内

40時間超50時間以内

50時間超60時間以内

(施設)

23

25

18

12

12

7

12

8

5

3

0 10 20 30

受付業務

店内掃除

美容行為/シャンプー

美容行為/カラー塗布

美容行為/ワインディング

美容行為/カット

美容行為/ヘアドライ

美容行為/ヘアセット

美容行為/その他

その他

(施設)

13

28

33

31

14

49

0 20 40

10時間以内

10時間超20時間以内

20時間超30時間以内

30時間超40時間以内

40時間超50時間以内

50時間超60時間以内

(施設)

12

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

問３ 問１で、「行っている」に回答いただいた養成施設にお伺いします。美容所における実務実習の主な内容をお聞かせください。【複数回答可】

問４ 問１で、「行っている」に回答いただいた養成施設にお伺いします。美容所における実務実習のおおよその年間時間数をお聞かせください。

119

167

35

25

18

7

45

11

16

50

0 50 100 150 200

受付業務

店内掃除

美容行為/シャンプー

美容行為/カラー塗布

美容行為/ワインディング

美容行為/カット

美容行為/ヘアドライ

美容行為/ヘアセット

美容行為/その他

その他

(施設)【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程(美容所に常勤で従事している生徒)】

N=168 N=3 N=27

N=168
N=3

N=27

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況

【通信課程(美容所に常勤で従事している生徒以外)】

※常勤従事者と重複回答あり。

N=27



12

11

2

8

2

4

2

6

2

0 5 10 15

生徒から日報等を提出させ、実習状況を

把握・評価している

受入サロンで生徒の評価を行い

報告してもらっている

事前に養成施設で業務内容の

シミュレーション授業を行っている

事前に受入サロンと実習内容等について

打ち合わせを行っている

実務実習中に、担当教員が巡回し

実習状況を確認している

実務実習後に、サロンでの体験や課題を

フィードバックしている

受入サロンによる事前の

オリエンテーションを実施している

受入サロンに対する事後アンケートや

課題の共有を行っている

その他

(施設)

134

152

86

104

79

95

40

74

4

0 100 200

生徒から日報等を提出させ、実習状況を

把握・評価している

受入サロンで生徒の評価を行い

報告してもらっている

事前に養成施設で業務内容の

シミュレーション授業を行っている

事前に受入サロンと実習内容等について

打ち合わせを行っている

実務実習中に、担当教員が巡回し

実習状況を確認している

実務実習後に、サロンでの体験や課題を

フィードバックしている

受入サロンによる事前の

オリエンテーションを実施している

受入サロンに対する事後アンケートや

課題の共有を行っている

その他

(施設)

3

3

3

3

3

3

2

1

1

0 2 4

生徒から日報等を提出させ、実習状況を

把握・評価している

受入サロンで生徒の評価を行い

報告してもらっている

事前に養成施設で業務内容の

シミュレーション授業を行っている

事前に受入サロンと実習内容等について

打ち合わせを行っている

実務実習中に、担当教員が巡回し

実習状況を確認している

実務実習後に、サロンでの体験や課題を

フィードバックしている

受入サロンによる事前の

オリエンテーションを実施している

受入サロンに対する事後アンケートや

課題の共有を行っている

その他

(施設)

17

10

連携・工夫している 連携・工夫していない

164

4

連携・工夫している 連携・工夫していない

＜問５で「連携・工夫している」と回答のあった施設の具体的な理由については以下のとおり。【複数回答可】＞

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

問５ 問１で、「行っている」に回答いただいた養成施設にお伺いします。貴養成施設と実務実習の受け入れ先の美容所で、何らかの連携をしてい
ますか。また、実務実習が充実するよう、何か工夫している点などはありますか。

上段：施設数

下段：割合

98％

2％

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】

3

連携・工夫している

上段：施設数

下段：割合

N=168 N=3 N=27
100％

63％

37％

13

上段：施設数

下段：割合

N=164 N=3 N=17

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況



2

1

1

2

1

1

2

1

1

0 2 4

受入サロンにより指導内容や繁閑等が異なり

生徒の経験・技量に差が出る

実習としてできる内容が限定され

制度を有効活用できていない

実務実習をさせる適切なサロンの

確保が困難である

実務実習制度に対するサロン側の

更なる理解が必要と感じる

サロン側が求める方針やレベルに

生徒が合わない

受入時期等の調整について、受入先と

養成施設の調整が上手くいかない

現場に出る前に養成施設での

十分な指導が必要と感じる

サロンへの受入にあたり就職の勧誘や

就職を視野に入れた条件を提示される

その他

(施設)

64

37

29

49

21

15

48

15

1

0 50 100

受入サロンにより指導内容や繁閑等が異なり

生徒の経験・技量に差が出る

実習としてできる内容が限定され

制度を有効活用できていない

実務実習をさせる適切なサロンの

確保が困難である

実務実習制度に対するサロン側の

更なる理解が必要と感じる

サロン側が求める方針やレベルに

生徒が合わない

受入時期等の調整について、受入先と

養成施設の調整が上手くいかない

現場に出る前に養成施設での

十分な指導が必要と感じる

サロンへの受入にあたり就職の勧誘や

就職を視野に入れた条件を提示される

その他

(施設)

8

5

4

7

4

0

2

0

1

0 5 10

受入サロンにより指導内容や繁閑等が異なり

生徒の経験・技量に差が出る

実習としてできる内容が限定され

制度を有効活用できていない

実務実習をさせる適切なサロンの

確保が困難である

実務実習制度に対するサロン側の

更なる理解が必要と感じる

サロン側が求める方針やレベルに

生徒が合わない

受入時期等の調整について、受入先と

養成施設の調整が上手くいかない

現場に出る前に養成施設での

十分な指導が必要と感じる

サロンへの受入にあたり就職の勧誘や

就職を視野に入れた条件を提示される

その他

(施設)

117

51

課題がある 課題はない

14

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

問６ 問１で、「行っている」に回答いただいた養成施設にお伺いします。貴施設において、美容所における実務実習を実施するにあたり、課題
はありますか。

上段：施設数

下段：割合

70％

30％

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】

2

1

課題がある 課題はない

67％

33％

上段：施設数

下段：割合 12
15

課題がある 課題はない

上段：施設数

下段：割合

N=168 N=3 N=2744％
56％

＜問６で、「課題がある」と回答した養成施設の具体的な課題は以下のとおり。【複数回答可】＞

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】

N=117 N=２ N=12

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況



26

41

25

34

20

3

22

29

9

7

6

14

6

0 25 50

実施計画や実務実習評価の事務が繁雑である

受入先によって指導内容や繁閑等が異なり

生徒の経験・技量に差が出る

受付業務・店内掃除等の業務しか

経験できないので教育的効果が小さい

実務実習をさせる適切なサロンの

確保が困難である

サロン側の負担が大きい

実務実習の上限時間が少ない

現場を知ることで、マイナスイメージを

持つ可能性がある

サロン側から就職の勧誘や就職の

期待を強く持たれてしまう

学生のニーズがない

必要性を感じない

選択課目で校外実習を実施している

今後実施予定である

その他

(施設) 

3

5

2

4

3

0

1

3

0

2

0

2

2

0 5

実施計画や実務実習評価の事務が繁雑である

受入先によって指導内容や繁閑等が異なり

生徒の経験・技量に差が出る

受付業務・店内掃除等の業務しか

経験できないので教育的効果が小さい

実務実習をさせる適切なサロンの

確保が困難である

サロン側の負担が大きい

実務実習の上限時間が少ない

現場を知ることで、マイナスイメージを

持つ可能性がある

サロン側から就職の勧誘や就職の

期待を強く持たれてしまう

学生のニーズがない

必要性を感じない

選択課目で校外実習を実施している

今後実施予定である

その他

(施設)

21

21

14

17

9

10

3

9

26

60

2

14

48

0 35 70

実施計画や実務実習評価の事務が繁雑である

受入先によって指導内容や繁閑等が異なり

生徒の経験・技量に差が出る

受付業務・店内掃除等の業務しか

経験できないので教育的効果が小さい

実務実習をさせる適切なサロンの

確保が困難である

サロン側の負担が大きい

実務実習の上限時間が少ない

現場を知ることで、マイナスイメージを

持つ可能性がある

サロン側から就職の勧誘や就職の

期待を強く持たれてしまう

学生のニーズがない

必要性を感じない

選択課目で校外実習を実施している

今後実施予定である

その他

(施設)

15

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

問７ 問１で、「行っていない」に回答いただいた養成施設にお伺いします。美容所における実務実習を行わない理由についてお聞かせください。
【複数回答可】

N=73

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】

N=10 N=177

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況



34

108

62

必要あり 必要なし

どちらでもない

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

16

183

27

30 1

必要あり 必要なし

どちらでもない 矯正施設

11％

12％

上段：施設数

下段：割合

N=241

問８ 今後も美容所における実務実習は必要であると考えますか。

＜問８で「必要あり」と回答のあった施設の具体的な理由は以下のとおり【複数回答可】＞

76％

1％

【昼間課程】

177

165

165

102

111

131

1

0 100 200

現場を体験できる貴重な機会である

就職意識の向上に繋がる

接客やコミュニケーション能力の必要性を確認できる

就職後の離職防止に繋がる

養成施設で学んだ内容の重要性を確認できる

サロンや関連企業と養成施設との交流・連携に繋がる

その他

(施設)

5

2

6

必要あり 必要なし

どちらでもない

【夜間課程】 上段：施設数

下段：割合

46％ 39％

15％

5

5

4

4

3

2

1

0 6

現場を体験できる貴重な機会である

就職意識の向上に繋がる

接客やコミュニケーション能力の必要性を確認できる

就職後の離職防止に繋がる

養成施設で学んだ内容の重要性を確認できる

サロンや関連企業と養成施設との交流・連携に繋がる

その他

(施設)

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況

N=13

【昼間課程】 【夜間課程】

上段：施設数

下段：割合

N=204

【通信課程】

17％

30％

53％

31

25

27

16

20

18

3

0 20 40

現場を体験できる貴重な機会である

就職意識の向上に繋がる

接客やコミュニケーション能力の必要性を確認できる

就職後の離職防止に繋がる

養成施設で学んだ内容の重要性を確認できる

サロンや関連企業と養成施設との交流・連携に繋がる

その他

(施設)【通信課程】

N=183 N=5 N=34



5

13

15

15

7

9

14

10

66

0 35 70

現場を知ることで、マイナスイメージを

持つ可能性がある

受入先によって指導内容や繁閑等が異なり

生徒の経験・技量に差が出る

養成施設内での実習で対応できる

実務実習をさせる適切なサロンの確保が

困難である

受入サロン側の負担が大きい

サロン側から就職の勧誘や就職の期待を

強く持たれてしまう

教員の負担が大きい

実習内容が限定され制度を

有効活用できていない

その他

(施設)

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況

＜問８で「必要なし」と回答のあった施設の具体的な理由は以下のとおり。【複数回答可】＞

17

12

16

8

13

9

17

10

10

6

0 10 20

現場を知ることで、マイナスイメージを

持つ可能性がある

受入先によって指導内容や繁閑等が異なり

生徒の経験・技量に差が出る

養成施設内での実習で対応できる

実務実習をさせる適切なサロンの確保が

困難である

受入サロン側の負担が大きい

サロン側から就職の勧誘や就職の期待を

強く持たれてしまう

教員の負担が大きい

実習内容が限定され制度を

有効活用できていない

その他

(施設)【昼間課程】

1

2

1

1

1

2

0

1

1

0 1 2

現場を知ることで、マイナスイメージを

持つ可能性がある

受入先によって指導内容や繁閑等が異なり

生徒の経験・技量に差が出る

養成施設内での実習で対応できる

実務実習をさせる適切なサロンの確保が

困難である

受入サロン側の負担が大きい

サロン側から就職の勧誘や就職の期待を

強く持たれてしまう

教員の負担が大きい

実習内容が限定され制度を

有効活用できていない

その他

(施設)【夜間課程】 【通信課程】

N=27 N=2

N=108



＜問９で「実務実習の年間上限時間の増加【それ以上】」を選択した養成施設（昼間課程のみ）における、具体的な希望時間は以下のとおり。＞

・120時間以内(2施設)・120時間 (1施設) ・未回答 (1施設)

2

0

0

1

0

0

3

2

3

3

2

0

7

0 5 10

実務実習制度の周知不足

生徒が美容行為を行えること等

実務実習の年間上限時間の増加

【70時間以内】

実務実習の年間上限時間の増加

【80時間以内】

実務実習の年間上限時間の増加

【90時間以内】

実務実習の年間上限時間の増加

【それ以上】

実務実習の１日当たりの

上限時間の設定

受入サロン側の実務実習制度に

対する更なる理解

実務実習ではなく養成施設内での

美容実習の充実

受入サロンの確保・充実

受入先における指導内容等の

統一・調整

実務実習前における養成施設での

十分な指導

その他

特にない

(施設)

79

9

4

13

4

20

104

35

78

78

52

4

53

0 60 120

実務実習制度の周知不足

生徒が美容行為を行えること等

実務実習の年間上限時間の増加

【70時間以内】

実務実習の年間上限時間の増加

【80時間以内】

実務実習の年間上限時間の増加

【90時間以内】

実務実習の年間上限時間の増加

【それ以上】

実務実習の１日当たりの

上限時間の設定

受入サロン側の実務実習制度に

対する更なる理解

実務実習ではなく養成施設内での

美容実習の充実

受入サロンの確保・充実

受入先における指導内容等の

統一・調整

実務実習前における養成施設での

十分な指導

その他

特にない

(施設)

21

0

0

0

0

7

29

13

27

18

15

14

120

0 75 150

実務実習制度の周知不足

生徒が美容行為を行えること等

実務実習の年間上限時間の増加

【70時間以内】

実務実習の年間上限時間の増加

【80時間以内】

実務実習の年間上限時間の増加

【90時間以内】

実務実習の年間上限時間の増加

【それ以上】

実務実習の１日当たりの

上限時間の設定

受入サロン側の実務実習制度に

対する更なる理解

実務実習ではなく養成施設内での

美容実習の充実

受入サロンの確保・充実

受入先における指導内容等の

統一・調整

実務実習前における養成施設での

十分な指導

その他

特にない

(施設)

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

問９ 実務実習において、見直した方が良いと思う点や改善した方が良いと思う点について、教えてください。【複数回答可】

18

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】

N=241 N=13 N=204

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況



6

1

2

1

0 3 6

美容所での実習（美容行為

及びその附随する作業）

施設等の見学（美容行為及び

その附随する作業を除く）

社会福祉・ホランティア実習

その他

(施設)

2

1

1

0

0 1 2

美容所での実習（美容行為

及びその附随する作業）

施設等の見学（美容行為及び

その附随する作業を除く）

社会福祉・ホランティア実習

その他

(施設)

63

33

27

2

0 35 70

美容所での実習（美容行為

及びその附随する作業）

施設等の見学（美容行為及び

その附随する作業を除く）

社会福祉・ホランティア実習

その他

(施設)

96

145

行っている 行っていない

40％

60％

6

198

行っている 行っていない

2

11

行っている 行っていない

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

問10 「美容師養成施設の教科課程の基準の運用について」（平成27年３月31日健発0331第18号厚生労働省健康局長通知、平成29年３月31日一部改正）の
別添「美容師養成施設における教科課目の内容の基準」第２の２の（３）のオにおいて、校外実習を実施する美容師養成施設は、美容実習における実
務実習を実施する上での留意事項に準じて、適正に実施しなければならないとされています。貴施設の選択課目において校外実習を行っていますか。

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】
上段：施設数

下段：割合

上段：施設数

下段：割合

N=241
N=13

N=204

15％

85％

3％

97％

＜問10で「行っている」と回答した校外実習の実習内容は以下のとおり。【複数回答可】＞

【昼間課程】 【夜間課程】
【通信課程】

N=96 N=2 N=6

19

上段：施設数

下段：割合

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況



1

4

0

0

1

1

1

1

0

0

0

2

1

0 2 4

10時間以内

10時間超20時間以内

20時間超30時間以内

常勤従事者向けには行っていない

未回答

10時間以内

10時間超20時間以内

20時間超30時間以内

30時間超40時間以内

40時間超50時間以内

50時間超60時間以内

常勤従事者以外の生徒向けには行っていない

未回答

通
信
課
程

(常
勤
従
事
者

)

通
信
課
程

(常
勤
従
事
者
以
外

)

(施設)

7

18

14

8

3

13

0

1

0

1

0

0

0 5 10 15 20

10時間以内

10時間超20時間以内

20時間超30時間以内

30時間超40時間以内

40時間超50時間以内

50時間超60時間以内

10時間以内

10時間超20時間以内

20時間超30時間以内

30時間超40時間以内

40時間超50時間以内

50時間超60時間以内

昼
間
課
程

夜
間
課
程

(施設)

41

1

上限設定は適切と考える

どちらとも言えない

未回答

N=6

上段：施設数

下段：割合
11

上限設定は適切と考える

どちらとも言えない

36

6
20

34

上限設定は適切と考える

上限設定を増やして欲しいと考える

どちらとも言えない

未回答

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

20

問11 問10で「行っている」に回答いただいた養成施設にお伺いします。校外実習の単位数又は時間数については、「美容師養成施設の教科課程の基
準の運用について」において「教科課目の区分ごとに美容師養成施設が定める単位数又は授業時間数の５分の１を超えない範囲で行う」とされていま
すが、この上限の設定についてどのように考えますか。

問12 問10で「美容所での実習（美容行為及びその附随する作業）を行っている」と回答いただいた養成施設にお伺いします。校外実習の取扱いは実
務実習を実施する上での留意事項に準じることとされていますが、美容所における校外実習のおおよその年間時間数をお聞かせください。

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】

上段：施設数

下段：割合

N=96

上段：施設数

下段：割合

N=2

21％
6％

38％35％

50％ 50％ 66％17％

17％

N=2

N=63

N=6

N=6

＜調査４＞美容所における「実務実習」の実施状況



3

6

7

3

7

0

0 5 10

養成施設とサロンにおける意見交換

サロンによる技術セミナー等の実施

卒業生による学校訪問、講演、

意見交換、技術講習等の実施

就職セミナーの開催や養成施設の

独自の就職サイト等を通じた就職支援

実務実習の活用による現場体験

学外の企業説明会、就職イベントへの参加

その他

(施設)

180

182

171

131

161

2

0 100 200

養成施設とサロンにおける意見交換

サロンによる技術セミナー等の実施

卒業生による学校訪問、講演、

意見交換、技術講習等の実施

就職セミナーの開催や養成施設の

独自の就職サイト等を通じた就職支援

実務実習の活用による現場体験

学外の企業説明会、就職イベントへの参加

その他

(施設) 

225

16

実施している 実施していない

7％

37

38

26

14

28

3

0 20 40

養成施設とサロンにおける意見交換

サロンによる技術セミナー等の実施

卒業生による学校訪問、講演、

意見交換、技術講習等の実施

就職セミナーの開催や養成施設の

独自の就職サイト等を通じた就職支援

実務実習の活用による現場体験

学外の企業説明会、就職イベントへの参加

その他

(施設)

70

134

実施している 実施していない

21

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

上段：施設数

下段：割合

問１ 貴施設では、美容師の養成段階において、美容所や業界との人材育成の連携・接続について、何らかの取組を実施していますか。

93％

【昼間課程】 【夜間課程】

8

5

実施している 実施していない

上段：施設数

下段：割合

【通信課程】 上段：施設数

下段：割合

＜問１で「実施している」と回答した養成施設で、美容師の養成段階において、美容所や業界との人材育成の連携・接続で、どのような取り組みを実
施していますか。【複数回答可】＞

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】

N=241 N=13 N=204

62％

38％
34％

66％

N=225 N=8 N=70

＜調査５＞美容師養成施設と美容所の養成段階から就業後の人材育成の連携・接続状況



80

0

26

6

0 45 90

教員が就職先へ訪問し卒業生への

ヒアリングや助言等を実施

卒業後の離職者に対する相談窓口等を

通じた就職支援

養成施設における生徒の学習活動情報等を

就職先サロンへ提供

その他

(施設)

77

153

67

13

0 80 160

教員が就職先へ訪問し卒業生への

ヒアリングや助言等を実施

卒業後の離職者に対する相談窓口等を

通じた就職支援

養成施設における生徒の学習活動情報等を

就職先サロンへ提供

その他

(施設)

5

1

2

0

0 3 6

教員が就職先へ訪問し卒業生への

ヒアリングや助言等を実施

卒業後の離職者に対する相談窓口等を

通じた就職支援

養成施設における生徒の学習活動情報等を

就職先サロンへ提供

その他

(施設)

93
111

実施している 実施していない

22

美容師養成施設の教育状況等に関する実態調査 調査結果

上段：施設数

下段：割合

問２ 貴施設では、美容師の就業後において、美容所や業界との人材育成の連携・接続について、何らかの取組を実施していますか。

【昼間課程】 【夜間課程】
上段：施設数

下段：割合

【通信課程】
上段：施設数

下段：割合

＜問２で、「実施している」と回答した養成施設において、美容師の就業後の美容所や業界との人材育成の連携・接続についての、具体的な取り組み
は以下の通り。【複数回答可】＞

【昼間課程】 【夜間課程】 【通信課程】

192

49

実施している 実施していない

7
6

実施している 実施していない

N=241 N=13 N=204

80％ 54％
46％ 46％

54％

20％

N=192 N=7
N=93

＜調査５＞美容師養成施設と美容所の養成段階から就業後の人材育成の連携・接続状況
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